
第
１
師
団
は
７
月
２
日
、

練
馬
駐
屯
地
に
お
い
て
岩
田

防
衛
大
臣
政
務
官
に
よ
る
部

隊
視
察
を
受
察
し
た
。

当
初
、
駐
屯
地
慰
霊
碑
で

あ
る
留
魂
の
碑
に
つ
い
て
説

明
し
、
岩
田
防
衛
大
臣
政
務

官
は
、
職
務
に
殉
じ
た
隊
員

の
御
霊
に
対
し
て
献
花
を
行
っ

た
。

そ
の
後
、
司
令
部
庁
舎
玄
関

に
お
い
て
記
念
撮
影
、
庁
舎

内
で
懇
談
等
を
行
い
、
作
戦

室
に
お
い
て
大
庭
師
団
長
が

師
団
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

こ
の
際
、
岩
田
防
衛
大
臣
政

務
官
は
、
災
害
時
に
お
け
る

初
動
対
処
等
に
関
し
て
熱
心

に
質
問
を
さ
れ
、
師
団
長
が

丁
寧
に
説
明
し
た
。

ま
た
、
師
団
（
練
馬
駐
屯
地

の
部
隊
）
の
主
要
装
備
品
と

し
て
対
人
狙
撃
銃
、
化
学
防

護
車
、
野
外
手
術
シ
ス
テ
ム
、

Ｕ
Ａ
Ｖ
（
災
害
用
Ⅱ
型
）
等
、

装
備
品
の
展
示
、
こ
れ
を
使

用
し
た
市
街
地
戦
闘
に
係
る

師
団
の
能
力
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

最
後
に
、
大
庭
師
団
長
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
イ
ン

の
交
換
を
行
い
、

岩
田
防
衛
大
臣

政
務
官
は
、
練

馬
駐
屯
地
を
後

に
し
た
。

第
１
師
団
は
７
月
２
日
か

ら

25
日
ま
で
の
間
、
防
衛

大
学
校
第
３
学
年
に
対
し
て

「
令

和

２

年

度

防

衛
大
学
校
第
３
学

年
夏
季
定
期
訓
練

部
隊
実
習
」
を
実

施
し
、
幹
部
自
衛

官
の
地
位
・
役
割

を
教
育
す
る
と
と

も
に
、
部
隊
の
実

情
の
体
験
に
よ
り
、

陸
上
要
員
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技

能
の
向
上
を
図
っ

た
。当

初
、
訓
話
に

お
い
て

師
団
長

は
、

学
生

30
人
に
対
し
「
部
隊
実
習

は
、
初
め
て
の
部
隊
経
験
の

場
で
あ
り
部
隊
の
実
情
、
特

に
隊
員
の
訓
練
・
生
活
等
、

現
場
の
真
の
姿
を
掴
む
こ
と
、

第
１
師
団
の
幹
部
に
は
、
原

点
と
し
て
部
下
を
死
な
せ
な

い
こ
と
を
心
根
に
す
え
て
、

そ
の
為
に
如
何
に
あ
る
べ
き

か
を
考
え
よ
と
指
導
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
実
態
を
よ
く

見
て
欲
し
い
」
等
述
べ
た
。

師
団
統
制
訓
練
と
し
て
７

月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、

普
通
科
連
隊
を
除
く
師
団
隷

下
部
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
研
修
し

た
。部

隊
研
修
前
段
終
了
後
の

４
日
か
ら

23
日
の
間
、
学

生
は
各
普
通
科
連
隊
に
お
い

て
小
部
隊
の
行
動
を
理
解
す

る
目
的
で
連
隊
実
習
を
行
い
、

徒
歩
行
進
、
機
関
銃
射
撃
、

地
図
判
読
、
分
隊
攻
撃
、
野

戦
築
城
、
各
種
火
器
の
射
撃

研
修
、
服
務
実
習
等
を
通
じ

て
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の

自
己
修
養
の
資
を
得
た
も
の

と
思
料
す
る
。

（１）第１６号 頭 号 師 団

岩田防衛大臣政務官が視察
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第１師団司令部
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第
１
師
団
の
現
状
を
確
認

献花を行う岩田防衛大臣政務官作戦室において第１師団の現状説明

野外手術システムの展示・説明 化学防護車の展示・説明

第
１
師
団
は
７
月

31
日
か
ら
８
月
７
日
の
間
、
北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
第
１
施
設
大
隊
長
を
担
任
官
と
し
て
、
隷
下
部
隊
の
陣
地
構
築
の
練
度
及
び
指

導
能
力
の
向
上
を
図
る
目
的
で
「
令
和
２
年
度
第
２
回
師
団
施
設
合
同
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

１
施
大
は
訓
練
参
加
隊
員
を
指
導
要
員
グ
ル
ー
プ

45
名
と
、
小
隊
長
グ
ル
ー
プ

45
名
に
区
分
し
て
座
学
及
び
実
習
を
段
階
的
に
実
施
し
た
。

指
導
要
員
グ
ル
ー
プ
は
、

12
人
用
指
揮
所
簡
易
掩
蓋
掩
壕
及
び
民
生
品
（
ソ
イ
ル
ア
ー
マ
ー
）
を
活
用
し
た
車
両
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
（
野
外
通
信
シ
ス
テ

ム
Ａ
Ｎ
車
用
）
を
構
築
し
、
掩
体
の
防
護
性
、
機
能
性
及
び
秘
匿
性
を
重
視
し
た
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
要
領
を
修
得
し
た
。

小
隊
長
グ
ル
ー
プ
は
、
隊
力
及
び
器
資
材
を
効
率
的
に
運
用
す
る
た
め
の
工
程
管
理
要
領
と
し
て
、
工
程
表
作
成
及
び
修
正
を
実
施
し
た
。
実
習
後
は
、

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
概
成
し
た
掩
体
を
研
修
し
て
、
部
隊
の
陣
地
強
化
に
繋
げ
る
実
り
あ
る
合
同
訓
練
と
な
っ
た
。

陣地構築の練度向上を図る

北富士で施設合同訓練 第１施設大隊

小隊長グループによる座学

車両用簡易掩蓋掩壕

１２人用指揮所簡易掩蓋掩壕

防
衛
大
学
校
学
生
が
部
隊
実
習

知
識
・
技
能
の
向
上
図
る

訓話をする師団長

チャレンジコインを交換する

岩田防衛大臣政務官（右）と師団長（左）



第
１
普
通
科
連
隊
は
７
月

８
日
か
ら

10
日
ま
で
の
間
、

朝
霞
訓
練
場
に
お
い
て
各
種

事
態
対
応
に
必
要
な
自
衛
官

と
し
て
の
体
力
、
気
力
及
び

闘
争
心
を
涵
養
す
る
と
と
も

に
、
部
隊
の
団
結
の
強
化
、

隊
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る

目
的
で
「
令
和
２
年
度
戦
闘

戦
技
競
技
会
（
武
装
走
）
」

を
実
施
し
た
。

競
技
会
は
、
３
㌔
㍍
の
武

装
走
（
１
個
分
隊
４
名
以
上

10
名
未
満
）
を
実
施
し
、

分
隊
の
平
均
タ
イ
ム
で
競
う

中
隊
対
抗
の
部
、
各
中
隊
の

本
部
の
タ
イ
ム
で
競
う
中
隊

本
部
対
抗
の
部
、
各
中
隊
の

小
隊
の
タ
イ
ム
で
競
う
小
隊

対
抗
の
部
、
各
中
隊
の
分
隊

（
全
１
３
９
個
分
隊
）
タ
イ

ム
で
競
う
分
隊
対
抗
の
部
の

４
部
門
で
優
勝
を
争
っ
た
。

結
果
、
各
部
門
す
べ
て
を

第
４
中
隊
が
制
覇
し
た
。

小
隊
対
抗
の
部
は
同
中
隊

の
第
３
小
隊
が
、
分
隊
対
抗

の
部
は
、
同
小
隊
の
第
３
分

隊
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

優
勝
し
た
第
４
中
隊
第
３

小
隊
第
３
分
隊
の
高
橋
３
曹

は
「
練
成
当
初
は
、
訓
練
隊

の
練
成
計
画
に
つ
い
て
い
け

ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、

指
導
部
の
綿
密
な
計
画
に
よ

り
、
当
日
は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、

練
成
し
て
次
回
の
競
技
会
の

核
と
な
り
、
中
隊
の
連
覇
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
優
勝
の
喜
び
を
話
し

た
。

第

32
普
通
科
連
隊

は
６
月

30
日
か
ら
７

月
３
日
ま
で
の
間
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

第
４
中
隊
に
対
し
「
陣

地
防
御
に
お
け
る
偵
察

警
戒
部
隊
及
び
予
備
隊

と
し
て
の
行
動
」
を
、

第
５
中
隊
に
対
し
「
陣

地
防
御
に
お
け
る
主
戦

闘
地
域
守
備
部
隊
と
し

て
の
行
動
」
を
、
施
設

作
業
小
隊
に
対
し
「
陣

地
防
御
に
お
け
る
施
設

作
業
小
隊
と
し
て
の
行

動
」
を
そ
れ
ぞ
れ
検
閲

課
目
と
し
、
検
閲
を
実
施
し

た
。検

閲
に
あ
た
り
統
裁
官

（
連
隊
長
）
は
「
優
勢
な
敵

に
対
し
、
徹
底
的
に
生
き
残

り
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
け
」
、

「
戦
闘
力
を
徹
底
的
に
組
織

化
せ
よ
」
、
「
安
全
管
理
の
徹

底
」
、
「
健
康
管
理
」
の
４
点

を
要
望
し
た
。

訓
練
検
閲
は
６
月

30
日

に
状
況
を
開
始
し
、
地
点
指

示
、
構
想
示
達
を
行
い
、
各

中
隊
・
小
隊
は
関
係
部
隊
と

の
調
整
を
図
っ
た
の
ち
陣
地

選
定
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
１
０
０
ミ
リ
を
超

え
る
豪
雨
の
影
響
を
受
け
、

演
習
場
規
定
・
安
全
管
理
上

の
観
点
か
ら

30
日

15
時
を

も
っ
て
状
況
を
一
時
中
止
し

た
。７

月
２
日
、
訓
練
場
所
の

安
全
確
認
を
終
え
た
の
ち
に

状
況
再
興
、
受
閲
部
隊
は
対

機
甲
撃
破
地
点
の
再
確
認
や
、

東
富
士
演
習
場
（
大
日
堂
北

一
帯
）
に
指
揮
所
及
び
除
染

所
を
開
設
し
防
御
陣
地
を
構

築
し
た
。

敵
機
械
化
大
隊
と
接
触
し

た
偵
察
警
戒
部
隊
で
あ
る
第

４
中
隊
は
、
各
統
制
線
を
設

け
、
侵
攻
す
る
戦
車
等
に
対

し
て
逐
次
、
対
機
甲
火
力
を

発
揮
し
、
戦
車
１
両
・
装
甲

人
員
輸
送
車
３
両
を
撃
破
し

て
、
敵
の
侵
攻
を
遅
滞
、
第

５
中
隊
は
第
４
中
隊
の
後
退

掩
護
を
実
施
し
、
敵
の
進
行

を
阻
止
し
て
、
３
日
夕
、
そ

れ
ぞ
れ
の
任
務
を
完
遂
し
、

状
況
を
終
了
し
た
。

第

34
普
通
科
連
隊
は

７
月

23
日
か
ら
８
月

24

日
ま
で
の
間
、
青
森
県
六
ヶ

所
対
空
射
場
に
お
い
て
高

射
学
校
等
の
支
援
を
受
け
、

91
式
携
帯
地
対
空
誘
導

弾
（
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
の
対

空
射
撃
練
度
の
維
持
向
上

を
図
る
目
的
で
「
令
和
２

年
度
対
空
実
射
訓
練
（
携

帯
地
対
空
誘
導
弾
）
」
を

実
施
し
た
。

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
射
撃
で
は
、

東
部
方
面
隊
を
代
表
し
て
連

隊
の
１
コ
射
撃
組
が
実
施
し
、

直
進
飛
行
す
る
標
的
機
（
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｔ
）
に
命
中
さ
せ
、
訓

練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
。携

帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
射
手
を
担

当
し
た
第
４
中
隊

鈴
木
３

曹
は
「
師
団
の
集
合
訓
練
や

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し

た
準
備
訓
練
等
に
よ
り
、
目

標
捕
捉
か
ら
射
撃
に
至
る
ま

で
、
標
的
の
動
き
を
見
極
め

正
確
な
射
撃
に
よ
り
、
成
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
は

部
隊
の
指
導
部
と
し
て
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を

話
し
た
。

第
１
後
方
支
援

連
隊
は
７
月

13
日

か
ら

18
日
ま
で
の

間
、
東
富
士
演
習

場
に
お
い
て
行
進

訓
練
、
連
隊
の
展

開
地
域
に
け
る
警

戒

・
自
衛

戦

闘

、

防
御
準
備
、
防
御

戦
闘
の
練
成
を
実

施
し
、
陣
地
防
御

に
お
け
る
後
方
支

援
連
隊
の
練
度
の
維
持
向
上

を
図
る
目
的
で
「
令
和
２
年

度
第
２
回
連
隊
野
営
訓
練
」

を
実
施
し
た
。

連
隊
は

13
日
か
ら

15
日

ま
で
の
間
、
夜
間
の
約

30

㌔
㍍
の
徒
歩
行
進
を
終
え
、

引
き
続
き
車
両
行
進
を
実
施

し
、
行
進
間
の
警
戒
・
自
衛

戦
闘
に
つ
い
て
演
練
し
た
。

行
進
後
は
各
部
隊
の
野
外

に
お
け
る
兵
站
・
衛
生
支
援

等
、
陣
地
防
御
に
お
け
る
連

隊
の
一
連
の
行
動
に
つ
い
て

演
練
し
、
所
望
の
成
果
を
収

め
て
本
訓
練
を
終
了
し
た
。

（２）第１６号 頭 号 師 団

戦
闘
戦
技
競
技
会

４
中
完
全
制
覇

団
結
・
士
気
の
高
揚
図
る

第
１
普
通
科
連
隊

ゴール目指して全力疾走

約２０㎏の水缶を持ち力走

豪 雨 の 中 任 務 遂 行

４中・５中・施設作業小隊が訓練検閲

敵戦車を待ち構える０１ＡＴＭ

敵の侵攻に対処する対戦車小隊

六
ヶ
所
で
対
空
実
射
訓
練

標

的

機

に

命

中

！

第34普通科連隊

目標を指示する組長

携帯ＳＡＭを標的機に向け発射

警
戒
・
自
衛
戦
闘
を
演
練

練
度
の
維
持
・
向
上
を
図
る

第
１
後
方
支
援
連
隊

傷病者の受入れ訓練をする衛生隊

河川の水を浄水する補給隊

第
32
普
通
科
連
隊



第
１
特
科
隊
は
８
月

26

日
及
び

28
日
、
北
富
士
駐

屯
地
に
お
い
て
、
体
力
、
精

神
力
の
向
上
、
隊
員
の
士
気

の
高
揚
及
び
部
隊
の
団
結
の

強
化
を
図
る
目
的
で
「
令
和

２
年
度
隊
持
続
走
競
技
会
」

を
実
施
し
た
。

競
技
は
５
㌔
㍍
の
距
離
を

中
隊
対
抗
方
式
で
実
施
す
る

と
と
も
に
、
女
性
自
衛
官
の

部
、
各
年
齢
別
の
部
の
全
６

部
門
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
１

位
か
ら
３
位
ま
で
を
表
彰
し

た
。競

技
の
採
点
要
領
は
、
体

力
検
定
基
準
３
㌔
㍍
の
配
点

を
５
㌔
㍍
に
換
算
し
て
年
齢

に
応
じ
た
採
点
を
実
施
し
て
、

得
点
の
平
均
点
に
よ
り
、
順

位
を
決
定
し
た
。

結
果
は
、
接
戦
の
末
、
第

１
中
隊
が
優
勝
し
た
。
ま
た
、

女
性
自
衛
官
の
部
に
お
い
て

本
部
管
理
中
隊

山
田
３
曹

が
、

10
代
・

20
代
の
部
に

お
い
て
情
報
中
隊

野
田
３

曹

が
、

30
代
の

部

に
お

い

て
本
部
管
理
中
隊

前
田
３

曹

が
、

40
代
の

部

に
お

い

て
第
２
中
隊

横
欠
２
曹
が
、

50
代

の
部

に
お

い

て
第

３

中
隊

宮
川
１
曹
が
１
位
と

な
っ
た
。

第
１
戦
車
大
隊
は
令
和
２

年
６
月
８
日
か
ら

12
日
ま

で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に

お
い
て
「
令
和
２
年
度
第
１

回
戦
車
大
隊
統
制
訓
練
」
を

実
施
し
た
。

こ
の
中
で
大
隊
は
、
上
級

機
甲
特
技
検
定
、
コ
ン
パ
ス

行
進
訓
練
、
指
揮
所
開
設
の

検
証
、
夜
間
に
お
け
る
車
両
・

徒
歩
行
進
訓
、
戦
車
射
撃
、

指
定
充
足
訓
練
を
行
っ
た
。

８
日
及
び
９
日
に
実
施
し

た
上
級
機
甲
特
技
検
定
で
は
、

戦
車
長
と
し
て
必
要
な
指
揮

手
順
に
つ
い
て
練
度
を
評
価

し
た
。

指
定
充
足
訓
練
に
お
い
て

は
、
各
駐
屯
地
業
務
隊
等
に

所
属
す
る
隊
員
に
対
し
て
救

急
法
、
広
帯
域
多
目
的
無
線

機
の
取
り
扱
い
、
指
揮
所
開

設
訓
練
等
を
実
施
し
、
部
隊

で
必
要
と
す
る
知
識
及
び
技

術
の
維
持
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
指
揮
所
開
設
の
検

証
で
は
、
来
年
度
の
大
隊
検

閲
に
向
け
、
戦
車
大
隊
が
保

有
す
る
停
弾
堤
整
備
用
の
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
（
通
称
：
ザ
ウ

ル
ス
）
を
活
用
し
て
指
揮
所

を
半
地
下
に
す
る
た
め
の
掘

削
作
業
を
実
施
し
、
完
成
ま

で
に
必
要
な
隊
力
や
対
空
偽

装
の
要
領
等
に
つ
い
て
確
認

し

た
。

11
日

は
第

１
師

団

長
の
視
察
を
受
け
、
本
検
証

を
終
え
た
。訓

練

最

終

日

は

、

第

３

戦

闘

射

場

で

戦

車

射

撃

を

実

施

し

、

射

撃

技

術

の

向

上

を

図
っ
た
。

５

日

間

の

訓

練

で

は

、

前

半

は

暑

さ

が

厳

し

く

、

後

半

は

暴

風

雨

と

濃

霧

の

厳

し

い
天
候
で
あ
っ
た
が
、

大

隊

と

し

て

の

練

成

目

標

を

達

成

し

、

所

望
の
成
果
を
収
め
た
。

第

１

通

信

大

隊

は

８

月

24
日
か

ら
９
月
１
日
ま
で

の
間
、
師
団
内
６
個
部
隊
の

通
信
特
技
保
有
者

41
名
に

対
し
て
「
第
２
回
師
団
シ
ス

テ
ム
通
信
に
係
る
特
技
転
換

教
育
」
を
実
施
し
た
。

本
教
育
は
、
今
年
度
末
の

シ
ス
テ
ム
通
信
に
係
る
特
技

転
換
に
伴
い
、
新
た
な
知
識
・

技
能
を
付
与
す
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
師
団
と
し

て
通
信
特
技
保
有
者
を
対
象

に
、
第
１
通
信
大
隊
長
を
担

任
官
と
し
て
実
施
し
、
特
技

教
育
（
座
学
）
は
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ

ｅ
を
活
用
し
て
遠
隔
地
教
育

で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特

技
検
定
（
術
科
）
は
参
加
者

を
限
定
し
て
練
馬
及
び
北
富

士
駐
屯
地
で
実
施
す
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
留
意
し
て
行
い
、

参
加
者
が
特
技
転
換
に
必
要

な
知
識
・
技
能
を
修
得
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

第
１
高
射
特
科
大
隊
は
８

月

７

日

か

ら

27
日

の

間

、

北
海
道
東
千
歳
駐
屯
地
及
び

静

内
対

空

射

撃

場

に

お
い

て

高

射

学

校

等
の

支

援

を

受

け

、
第

１

後

方

支

援

連
隊

の

協

力

の

下
、

81
式
短
距
離

地

対

空

誘

導

弾

（
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
及
び

93
式
近
距
離
地
対

空

誘

導

弾

（
近

Ｓ

Ａ

Ｍ
）

の

射

撃

練

度

の
維

持

向

上

を

図

る

目

的

で

「
令

和
２
年
度
地
対
空
誘
導
弾
対

空
実
射
訓
練
」
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
指
揮
情
報
中
隊

及
び
高
射
中
隊
に
対
し
て
実

射
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

１
高
大
は
８
月
６
日
、
大

隊
本
部
の
一
部
を
先
行
班
と

し
て
駒
門
駐
屯
地
を
出
発
、

７
日
に
指
揮
情
報
中
隊
及
び

高

射

中
隊
が

、

10
日

に
大

隊
本
部
及
び
指
揮
小
隊
が
出

発
し
て

11
日
に
は
全
部
隊

が
東
千
歳
駐
屯
地
へ
集
結
を

完
了
し
た
。
じ
後
、
東
千
歳

駐
屯
地
に
お
い
て

11
日
に

高
射
中
隊
の
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
が
、

12
日

に

指
揮
情

報

中

隊
の

近
Ｓ
Ａ
Ｍ

が
模

擬
実
射
訓

練
を

行
う
と
と
も
に
、

14
日
か
ら
は
静

内
対
空
射

場
に

進
入
し
、

近
Ｓ

Ａ
Ｍ
の
射

撃
準

備
訓
練
を

実
施

し
た
。

16
日
、
早
朝

か
ら
近
Ｓ

Ａ
Ｍ

器
材
を
展

開
を

し
、
射
撃

準
備

が
完
了
す
る
と
、
射
場
内
よ

り
高
速
標
的
機
（
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｋ

３
）
が
上
空
に
舞
い
上
が
っ

た
。
指
揮
情
報
中
隊
の
近
Ｓ

Ａ
Ｍ
は
、
迅
速
に
目
標
を
捜

索
、
捕
捉
・
追
随
し
、
目
標

に
命
中
し
た
。

近
Ｓ
Ａ
Ｍ
発
射
手
の
長
野

３
曹
は
「
射
撃
当
日
は
班
長
、

発
射
手
、
捜
索
手
と
の
連
携

の
結
果
、
要
撃
は
無
事
に
成

功
し
、
発
射
手
と
し
て
の
自

信
が
沸
き
、
緊
張
感
が
一
気

に
開
放
さ
れ
た
。
発
射
班
の

班
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

訓
練
成
果
が
本
番
に
発
揮
で

き
大
変
満
足
し
て
い
る
。
今

回
の
経
験
を
活
か
し
て
こ
れ

か
ら
も
日
々
の
練
成
に
励
ん

で
い
き
た
い
」
と
感
想
を
話

し
た
。

（３）第１６号 頭 号 師 団

第
１
特
科
隊

第
１
戦
車
大
隊

第１特科隊長が第１中隊に優勝カップを授与

優勝を競い合う隊員達

持
続
走
競
技
会

１
中
優
勝

隊
員
の
士
気
の
高
揚
・
部
隊
の
団
結
を
強
化

戦

車

大

隊

統

制

訓

練

指

揮

所

開

設

を

検

証

９６式装輪装甲車を活用した指揮所の開設訓練

新 た な 識 能 を 修 得

システム通信に係る特技転換教育を実施

近ＳＡＭの射撃

第
１
通
信
大
隊

Ｓｋｙｐｅを活用した各部隊への教育状況

システムネットワーク特技の検定

六
ケ
所
・
静
内
で
対
空
実
射
訓
練

「
一
撃
必
墜
」
の
精
神

第
１
高
射
特
科
大
隊

短ＳＡＭの射撃準備

上級機甲特技検定



第
１
偵
察
隊
は
７
月

15

日

か

ら

20
日

ま

で

の

間

、

練
馬
駐
屯
地
、
立
川
駐
屯
地
、

朝
霞
訓
練
場
及
び
生
地
に
お

い
て
「
令
和
２
年
度
第
３
偵

察
小
隊
訓
練
検
閲
」
を
実
施

し
た
。

訓
練
検
閲
は
各
種
事
態
に

応
ず
る
偵
察
小
隊
の
行
動
と

し
て
、
平
素
の
段
階
か
ら
治

安
出
動
下
令
下
に
お
け
る
行

動
を
練
馬
駐
屯
地
、
立
川
駐

屯
地
、
朝
霞
訓
練
場
及
び
同

地
に
至
る
生
地
に
お
い
て
一

連
の
状
況
下
で
実
施
し
た
。

第
３
偵
察
小
隊
は
、
目
標

に
設
定
し
て
い
る
「
地
域
及

び
目
標
物
の
偵
察
」
の
た
め

前
進
し
、
地
形
及
び
敵
情
の

解
明
を
実
施
し
て
任
務
を
完

遂
し
、
所
望
の
成
果
を
収
め
、

第
３
偵
察
小
隊
訓
練
検
閲
を

終
了
し
た
。

第
１
飛
行
隊
は
６
月

24

日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
の
間
、

陸
上
自
衛
隊
佐
多
射
場
に
お

い
て
「
令
和
２
年
度
多
用
途

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
機
関

銃
射
撃
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

第
１
飛
行
隊
の
多
用
途
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
（
Ｕ
Ｈ
‐
１
Ｊ
）

は
６
月

24
日
に
立
川
飛
行

場
を
離
陸
、
明
野
、
徳
島
を

経
由
し
て
新
田
原
の
飛
行
場

に
向
か
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、

悪
天
候
の
影
響
を
受
け
、
途

中
防
府
の
飛
行
場
を
経
由
し
、

６
月

28
日
に
佐
多
射
場
に

移
動
を
完
了
し
た
。

じ
後
、
７
月
２
日
ま
で
の

間
、

34
連
隊
等
と
協
同
し

て

Ｕ

Ｈ

‐

１

Ｊ

か

ら

の

機

関

銃

射

撃

訓

練

を

実

施
し
た
。

本

訓

練

に

初

め

て

参

加

し

た

第

１

飛

行

隊

の

副

操

縦

士

中

前

３

尉

は

「
ド

ア

を

開

放

し

た

状

態

で

射

手

を

載

せ

て

飛

行

す

る

こ

と

か

ら

、

射
手
が
射
撃
す
る
間
は
速
度
・

高
度
・
方
向
を
寸
分
の
狂
い

も
な
く
一
定
に
す
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
て
操
縦
し
ま
し

た
。
射
手
が
検
定
に
合
格
し

た
時
の
喜
び
は
天
に
も
昇
る

心
地
で
し
た
」
と
話
し
た
。

射
手
と
し
て
参
加
し
た
第

１
飛
行
隊
の
射
手

櫻
木
３

曹
は
「
ド
ア
を
開
放
し
た
状

態
で
洋
上
で
の
実
弾
射
撃
を

す
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
緊

張
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
思
い
出

し
な
が
ら
冷
静
に
射
撃
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は

７
月
６
日
か
ら

13
日
ま
で

の
間
「
第
３
回
隊
練
成
訓
練
」

を
、

20
日
か
ら

26
日
ま
で

の
間
「
第
４
回
隊
練
成
訓
練
」

を
実
施
し
た
。

第
３
回
隊
練
成
訓
練
で
は
偵

察
小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施

し
、
汚
染
地
域
に
お
け
る
偵

察
要
領
の
練
度
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
除
染
小
隊
の
汚

染
地
域
の
除
染
及
び
部
隊
に

対
す
る
除
染
の
練
成
訓
練
を

実
施
し
た
。

偵
察
小
隊
は
、
作
戦
地
域

の
偵
察
に
お
い
て
、
電
波
地

誌
を
確
認
し
つ
つ
、
作
戦
間

の
通
信
に
着
意
し
て
汚
染
地

域
の
特
定
に
資
す
る
偵
察
活

動
を
実
施
し
、
任
務
を
達
成

し
た
。

第
４
回
隊
練
成
訓
練
で
は
、

師
団
の
陣
地
防
御
に
お
け
る

特
殊
武
器
防
護
隊
の
行
動
を

演
練
し
て
、
築
城
、
化
学
活

動
、
指
揮
所
活
動
等
の
練
度

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
第

１
師
団
訓
練
検
閲
に
向
け
て
、

所
望
の
成
果
を
得
た
。

第

１

音

楽

隊

は

９

月

１

日

か

ら

２

日

ま

で

の

間

、

練

馬

駐

屯

地

体

育

館

及

び

合

奏

場

に

お

い

て

「
令

和

２

年

度

職

種

訓

練

現

況

視

察

」

を

受

察

し
た
。

１

日

、

合

奏

場

に

お

い

て

、

第

１

音

楽

隊

長

が

中

央

音

楽

隊

長

に

対

し

て

状

況

報

告

を

行

う
と
と
も
に
、

合

奏

場

の

施

設
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
練
馬
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
、
儀
じ
ょ
う
訓

練
及
び
合
奏
訓
練
を
実
施
し

た
。訓

練
を
視
察
し
た
中
央
音

楽
隊
長
か
ら
は
「
儀
じ
ょ
う

訓
練
で
の
節

度
あ
る
動
作

に
威
容
を
感

じ
ら
れ
良
か
っ

た
。
ま
た
合

奏
訓
練
で
の

『

君

が

代

』

は
、
日
本
古

来
の
和
楽
器

の
音
色
を
イ

メ
ー
ジ
し
て

抑
揚
を
つ
け

る
と
も
っ
と

良

く

な

る

」

と
助
言
が
あ
っ
た
。

２
日
は
、
各
業
務
担
当
者

等
、
区
分
ご
と
に
懇
談
を
行

い
、
１
音
の
更
な
る
吹
奏
能

力
の
向
上
の
資
と
し
た
。

（４）第１６号 頭 号 師 団

目標地域へ前進する第３偵察小隊

第
１
偵
察
隊

第
１
飛
行
隊

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊徒歩行進訓練

第
１
音
楽
隊

目標地域の警戒

第
３
偵
察
小
隊
訓
練
検
閲

各
種
事
態
に
応
ず
る
偵
察
小
隊
の
行
動
を
評
価

多
用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
機
関
銃
射
撃
訓
練

射
撃
練
度
の
向
上
図
る

汚
染
地
域
に
お
け
る
偵
察
活
動
を
評
価

偵
察
小
隊
訓
練
検
閲

１音の訓練状況を確認

令和２年度職種訓練現況視察

ＵＨ‐１Ｊから重機関銃射撃をする第１飛行隊

ＦＨ‐７０を除染

重機関銃を搭載する隊員

合奏訓練で「君が代」を吹奏

儀じょう訓練で「栄誉礼」を吹奏



第
１
師
団
は
６
月

29
日

か
ら
７
月
３
日
の
間
、
練
馬

駐
屯
地
に
お
い
て
先
任
上
級

曹
長
の
地
位
・
役
割
及
び
心

構
え
に
つ
い
て
教
育
す
る
と

と
も
に
、
先
任
上
級
曹
長
と

し
て
必
要
な
識
能
の
向
上
を

図
る
目
的
で
「
令
和
２
年
度

第
１
回
先
任
上
級
曹
長
集
合

訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
第
１
師
団
と
し

て
初
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の

第
１
期
生
と
し
て
師
団
の
中

隊
先
任
上
級
曹
長
及
び
上
番

予
定
者
の
計

14
人
が
参
加

し
た
。

訓
練
は
上
級
曹
長
制
度
の

理
解
の
他
、
効
果
的
な
指
揮

官
補
佐
及
び
准
曹
士
の
育
成

な
ど

11
の
課
目
に
つ
い
て
、

５
日
間
の
訓
練
を
通
し
て
同

期
生
と
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ

研
究
に
取
組
み
、
自
己
の
職

務
を
分
析
し
、
先
任
上
級
曹

長
と
し
て
の
具
体
的
な
目
標

を
導
き
出
し
た
。

ま
た
師
団
長
訓
話
に
お
い

て
師
団
長
は
「
本
当
に
強
い

第
１
師
団
を
支
え
る
の
は
中

隊
で
あ
り
、
先
任
上
級
曹
長

へ
の
期
待
は
極
め
て
大
で

あ
る
。
指
揮
官
の
女
房
役
、

隊
員
た
ち
の
母
親
役
、
事

務
室
の
長
、
そ
し
て
人
生

の
先
輩
の
役
割
を
自
覚
し

つ
つ
、
自
ら
成
長
し
て
欲

し
い
」
と
述
べ
た
。

学
生
長
と
し
て
参
加
し

た
１
通
大
本
部
管
理
中
隊

増
山
准
尉
は
「
先
任
上

級
曹
長
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
訓
練
で
得
た
横

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
部
隊

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
所
見
を
述
べ
た
。

８
月
１
日
付
で
第
７
代
師

団
最
先
任
上
級
曹
長
に
大
久

保
准
尉
が
上
番
し
た
。

大
久
保
准
尉
は

34
普
連

で
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て

勤
務
し
た
の
ち
、
こ
の
度
、

師
団
最
先
任
上
級
曹
長
に
上

番
し
た
。
上
番
に
当
た
り
大

久
保
准
尉
は
「
『
強
固
な
連

携
』
『
情
報
共
有
』
を
重
視

し
て
、
准
曹
士
の
皆
さ
ん
と

共
に
努
力
精
進
す
る
事
を
心

に
誓
う
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

な
お
７
月

31
日
付
で
下

番
し
た
若
林
前
最
先
任
上
級

曹
長
は
、
第
５
陸
曹
教
育
隊

（
久
留
米
）
へ
栄
転
し
た
。

（５）第１６号 頭 号 師 団

８
月
１
日
付
で
第
１
偵
察
隊
先
任
上
級
曹
長
を
拝
命
し
た
中
村
准
尉
で
す
。

部
隊
の
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
す
る
こ
と
の
重
責
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

第
１
偵
察
隊
は
創
隊
以
来

50
年
以
上
に
わ
た
り
、
師
団
長
の
耳
、
目
と
し
て
日
本
の
首
都
防
衛
を
担
い
、
厳
し
い
訓
練
に
励
み
、
様
々
な
任
務
を
遂

行
し
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
第
１
偵
察
隊
の
「
あ
ゆ
み
」
と
し
て
作
成
し
た
創
隊
記
念
史
を
見
て
思
っ
た
事
を
少
し
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和

37
年
に
第
１
偵
察
隊
が
発
足
し
、
当
時
の
写
真
は
勿
論
白
黒
で
、
着
て
い
る
戦
闘
服
も
違
え
ば
、
装
備
品
の
偵
察
用
オ
ー
ト
も
、
ホ
ン
ダ
の
ド

リ
ー
ム
２
５
０
と
い
う
今
で
は
絶
版
と
な
っ
て
い
る
バ
イ
ク
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

人
や
装
備
品
が
変
わ
り
、
時
代
も
変
化
し
て
行

く
中
で
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
一
つ
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
我
々
の
行
っ
て
い
る
訓
練
で

す
。
車
両
に
よ
る
長
距
離
機
動
訓
練
や
、
降
り
続

く
雨
の
中
の
斥
候
訓
練
、
寒
く
冷
た
い
闇
に
震
え

な
が
ら
の
偵
察
監
視
訓
練
、
こ
う
し
た
厳
し
い
訓

練
を
重
ね
、
第
１
偵
察
隊
は
団
結
強
固
に
し
て
任

務
を
完
遂
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
偵
察
隊
の
伝
統
で
す
。

私
は
先
輩
方
か
ら
脈
々
と
伝
わ
る
伝
統
を
継
承

す
る
と
と
も
に
、
不
易
流
行
の
理
念
を
基
に
、
先

任
上
級
曹
長
と
し
て
高
い
使
命
感
と
強
い
責
任
感

を
も
っ
て
、
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

第１偵察隊

水路潜入後の偵察要領を教育

市街地における偵察を教育

上番の挨拶をする

大久保最先任上級曹長

肘タッチで挨拶する

若林前最先任上級曹長

大
久
保
准
尉

第
７
代
師
団
最
先
任
へ

若
林
准
尉
は
第
５
陸
曹
教
育
隊

先任上級曹長の識能向上を図る

令和２年度第１回先任上級曹長集合訓練

師団長訓話

学生長に集合訓練旗を授与

下意上達の実習として指揮官に意見具申をする隊員

最先任上級曹長

准陸尉 中村 元則
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我
が
家
に
は
三
人
の
子
供
が
い

ま
す
。
中
で
も
高
校
一
年
の
長
男

は
、
小
学
四
年
か
ら
野
球
を
始
め
、

三
度
の
飯
よ
り
野
球
好
き
な
生
粋

の
野
球
バ
カ
で
す
。
恵
ま
れ
た
大

き
な
体
で
、
誰
が
見
て
も
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
分
る
で
し
ょ

う
。こ

の
４
月
、
野
球
部
の
寮
に
入

寮
し
、
野
球
に
集
中
で
き
る
環
境

と
な
り
ま
し
た
。
長
男
に
と
っ
て

も
私
に
と
っ
て
も
大
好
き
な
野
球

が
で
き
る
環
境
を
幸
せ
に
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
高
校
野
球
の
頂
点

で
あ
る
甲
子
園
を
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
に

は
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
考
え
、
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
た
だ
の
野
球
バ
カ
だ
け

で
は
そ
の
頂
点
に
は
立
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
々
の
鍛
錬
、
技
術
、
仲
間
と
の
信
頼

や
絆
、
運
、
全
て
を
掴
み
取
り
頂
点
に
立
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
れ
が
私
の
目
標
で

も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第
１
師
団
は
８
月
27
日
、
情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
に
選
出
さ
れ
た
２
名
の
隊
員
に
対
し
て
、

師
団
長
表
彰
を
実
施
し
た
。

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
は
、
情
報
保
全
強
調
期
間
中
（
７
月

13
日
か
ら
８
月
７
日
）
に
、
隊
員
の
情
報

保
全
意
識
の
高
揚
、
保
全
事
案
防
止
等
に
資
す
る
目
的
で
募
集
し
、
各
隷
下
部
隊
は
厳
選
し
た
１
点
を

師
団
司
令
部
第
２
部
保
全
班
に
提
出
。
司
令
部
で
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
第
34
普
通
科
連
隊

第
３
中

隊

迫
川
３
曹
及
び
第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

中
尾
３
曹
の
作
品
が
選
出
さ
れ
師
団
長
か
ら
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
た
。

受
賞
作
品
は
情
報
保
全
意
識
の
高
揚
の
た
め
各
部
隊
で
掲
示
さ
れ
る
。

第
１
師
団

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー

優
秀
作
品

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは２週間前までに

ご連絡下さい。

退
官
者
紹
介２等陸佐

第
１
高
射
特
科
大
隊

第
32
普
通
科
連
隊

川上 健二

副大隊長

１陸曹

川原 仁

第１中隊

新
着
任
部
隊
長
紹
介

第
32
普
通
科
連
隊
長

第
１
偵
察
隊
長

第
１
特
科
隊
長

１等陸佐

木場 幸一

鹿児島県 出身

１等陸佐

大塚 慎太郎

東京都 出身

２等陸佐

中冨 秀春

熊本県 出身

第１特殊武器防護隊

除染小隊

第３４普通科連隊

第３中隊

迫川３曹中尾３曹

第
１
飛
行
隊
長

２等陸佐

松山 康二

福島県 出身

隊
員
家
族
紹
介

「
９
歳
と
６
歳
の
娘
か
ら
父
へ
」

お
父
さ
ん
へ

い
つ
も
大
変
な
お
仕
事
を
頑
張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

疲
れ
て
い
る
の
に
私
た
ち
の
た
め
に
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
縄
跳
び
、
鉄

棒
、
か
け
っ
こ
と
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
。

お
休
み
の
日
は
、
公
園
に
行
っ
た
り
、
一
緒
に
走
っ
た
り
、
と
て
も
楽
し
い
よ
。
い
つ
も

お
父
さ
ん
が
頑
張
っ
て
仕
事
し
て
く
れ
る
か
ら
、
家
族
み
ん
な
の
生
活
が
と
て
も
楽
し
く
て

幸
せ
で
す
。

お
父
さ
ん
の
や
さ

し
い
笑
顔
が
大
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も

身
体
に
気
を
つ
け
て

お
仕
事
が
ん
ば
っ
て

ね
！ず

っ
と
、
ず
ー
っ

と
大
好
き
だ
よ
。

第
34
普
通
科
連
隊

本
部
管
理
中
隊

曹
士
業
務
陸
曹

弘
田
２
曹

長
女
・
次
女大好きなお父さんと一緒に

「頑張れ、高校球児！」

第１戦車大隊 第２中隊 苫米地２曹

親元を離れて高校野球に励む長男


